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は、区や隣組やその他の住民組織との関連の中で捉えることでよりよく理解することができ し トラジャの儀礼共同体の機能もトンコナンや行政単位 関連の中で動態的に捉える必要がある。　
本稿で検討した貯蓄貸付グルー
プの未返済問題の うに、なんらかの課題や問題に直面した際、地域社会がいかに対応したかを糸口とすることで、ばらばら 見 ていた地 要素が関連 あっ
て見えてくることがある。また、本稿で試みたように、比較的短期間の観察と見聞から、地域社会のあり方を推察してみることができる。開発という介入に取り組む実践者にとってこそ、介入に対する地域社会の対応 あり方に着目する組織過程アプローチは有効ではなかろうか。（し
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